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要約  

・ COVID-19 の一般的な急性心臓症状は、左心室機能不全、心不

全、不整脈、急性冠症候群である。 

・ 安定している患者は、パンデミック鎮静化まで冠動脈インターベン

ションは延期され、内科的に管理される。 

・ 心臓手術は、入院による院内感染リスク、人工呼吸器の使用、入

院長期化の影響と緊急性が考慮される。 

・ 非緊急性の心臓手術は、中止の方針である（オーストラリア政府）。 

・ 選択的心臓検査が優先される（特に、経食道超音波検査は、エア

ロゾル発生のリスクが高く、適切な個人防護具を要する）。 

・ 患者の自己管理を含む心臓リハビリ（CR）プログラムは、遠隔医療

やデジタルヘルスプラットフォーム（体重、体温、歩数、脈拍など、

健康状態を示す連続的データより構成）などを利用し適応される。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？  

・ 心臓血管疾患に対する医療提供に関する重要項目および実践

的なアプローチについて、具体的に提案されている。 

・ 患者が自宅隔離中も CR を継続できるよう、オンラインサポートや

重要なオンラインリソース（10 の Web サイト）が紹介されている

（PDF: 

https://www.mja.com.au/system/files/2020-04/Preprint%20Zaman%20u

pdated%203%20April%202020.pdf）。 


